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事例発表①

「 甲南大学による UNIPA RX グレードアップへの取り組み、
          UNIPA RX を活用した内部質保証へのアプローチ事例（仮） 」

甲南大学　教務部　次長                            石野 牧生 様

１ - Ａ

講　師

テーマ別座談会 ①

Ⅰ. 学生支援、学生（保護者）サービス

１ - Ｂ

ハンズオン講座 ①

UNIVERSAL PASSPORT RX　ハンズオン講座（ポータル・教務・スマホアプリ）

１ - Ｃ

甲南大学　教育学習支援センター事務室　深堀 太博 様

日目
10 月 17 日 木

16:00 - 17:30

分科会１ 

当分科会では、2019 年夏に UNIPA RX へのグレードアップを実施した甲南大学様より、グレードアップを推進した目的や成果、
課題について発表いただきます。また、甲南大学様における内部質保証への取り組みの１つとして UNIPA RX の学修ポートフォリオを
活用されている事例を発表いただきます。UNIPA RX および学修ポートフォリオシステムをご検討中の大学様や内部質保証を担当されて
いる教職員様に参考としていただくことができます。

受講対象 前提条件

・UNIPA RX へのグレードアップを
　検討されている大学様
・内部質保証を担当されている教職員様

・特になし

受講対象 前提条件
・各テーマに興味をお持ちのユーザ様
・他大学様と情報交換をしたいユーザ様

・参加者様にはテーマ別の事前アンケートの記入をお願いさせていただきます。
・テーマごとに定員となり次第締め切らせていただきます。（8 名 ×3 組 合計 24 名）
・参加希望が 2 校以下のテーマは開催いたしません。
・「学生支援、学生（保護者）サービス」、「ICT を活用した授業支援」について、
　１-B と 2-B は連続受講必須ではありません。

新製品 UNIVERSAL PASSPORT RX のハンズオン講座を行います。また、導入校様に大変好評頂いているスマホアプリについても
操作していただきます。導入大学様より好評いただいている機能を中心に、テキストに沿ったハンズオン形式での製品操作説明後、
受講者にパソコンで自由に操作していただきます。

受講対象 前提条件

・UNIVERSAL PASSPORT RX に興味をお持ちの
　ユーザ様

・定員　最大 40 名
　※定員となり次第、締め切らせていただきます。

Ⅱ. ICT を活用した授業支援
Ⅲ. 入試業務・入試広報活動

テーマ別に、GAKUEN・UNIVERSAL PASSPORT の運用事例紹介、運用方法の情報交換を各グループ担当者が司会・進行する
座談会形式にて実施します。
活発な議論を促すため定員制とさせていただき、大学様 8 名に弊社メンバー数名でのグループディスカッションとします。



Ⅰ. 学生支援、学生（保護者）サービス
Ⅱ. ICT を活用した授業支援
Ⅲ. 就職・キャリア支援

２

事例発表②

北陸大学　学長補佐（情報・IR 担当）／経済経営学部教授

２ - Ａ

講　師

テーマ別座談会 ②２ - Ｂ

ハンズオン講座 ②

UNIVERSAL PASSPORT RX　ハンズオン講座（授業・学修ポートフォリオ・スマホ出欠）

２ - Ｃ

日目
10 月 18 日 金

10:00 - 11:30

分科会２

受講対象 前提条件

・IR ご担当者、もしくは担当予定のユーザ様
・テーマに興味をお持ちのユーザ様

・特になし

テーマ別に、GAKUEN・UNIVERSAL PASSPORT の運用事例紹介、運用方法の情報交換を各グループ担当者が司会・進行する
座談会形式にて実施します。
活発な議論を促すため定員制とさせていただき、大学様 8 名に弊社メンバー数名でのグループディスカッションとします。

新製品 UNIVERSAL PASSPORT RX で、GAKUEN EduTrack と機能統合した授業プロダクト、および新規開発した学修ポートフォリオ
機能のハンズオン講座を行います。また、今年度新たにリリースしたスマホ出欠登録機能についてもご紹介します。
テキストに沿ったハンズオン形式での製品操作説明後、受講者にパソコンで自由に操作していただきます。

受講対象 前提条件

・UNIVERSAL PASSPORT RX に興味をお持ちの
　ユーザ様

・定員　最大 40 名
　※定員となり次第、締め切らせていただきます。

「 IR を本格化させるための学内分析基盤の構築方法 」

受講対象 前提条件
・各テーマに興味をお持ちのユーザ様
・他大学様と情報交換をしたいユーザ様

・参加者様にはテーマ別の事前アンケートの記入をお願いさせていただきます。
・テーマごとに定員となり次第締め切らせていただきます。（8 名 ×3 組 合計 24 名）
・参加希望が 2 校以下のテーマは開催いたしません。
・「学生支援、学生（保護者）サービス」、「ICT を活用した授業支援」について、
　１-B と 2-B は連続受講必須ではありません。

横浜商科大学　兼任講師／前 IR 室長
田尻 慎太郎 様

当分科会では、「IR を本格化させるための学内分析基盤の構築方法」をテーマにした事例発表となります。
横浜商科大学様、北陸大学様での経験から「どのように GAKUEN データも活用しつつ IR を推進していけば良いのか」を事例や経験を
交えて発表いただきます。
IR に取り組みされている大学様、これから取り組む大学様に参考としていただくことができます。



「 ICT や AI 活用による業務効率化､働き方改革への取り組み事例 ( 仮 ) 」

２

事例発表③３ - Ａ

講　師

テーマ別座談会 ③３ - Ｂ

ハンズオン講座 ③３ - Ｃ

日目
10 月 18 日 金

13:00 - 14:30

分科会３

受講対象 前提条件

・ICT を活用した業務の見直しや改善を
　検討されている大学様
・電子マネーの導入を検討されている大学様
・時間割編成業務を担当されている職員様

・特になし

テーマ別に、GAKUEN・UNIVERSAL PASSPORT の運用事例紹介、運用方法の情報交換を各グループ担当者が司会・進行する
座談会形式にて実施します。
活発な議論を促すため定員制とさせていただき、大学様 8 名に弊社メンバー数名でのグループディスカッションとします。

受講対象 前提条件
・各テーマに興味をお持ちのユーザ様
・他大学様と情報交換をしたいユーザ様

・参加者様にはテーマ別の事前アンケートの記入をお願いさせていただきます。
・テーマごとに定員となり次第締め切らせていただきます。（8 名 ×3 組 合計 24 名）
・参加希望が 2 校以下のテーマは開催いたしません。

オリジナルテキストを元に、データの取り込みや分析画面の作成を行い、Qlik Sense の基本的な知識・操作方法を習得していただきます。

受講対象 前提条件

・IR に携わっている、またはその予定がある方
・データ分析や BI ツールに興味のある方
・Qlik Sense を初めて操作する方

・定員　最大 40 名
　※定員となり次第、締め切らせていただきます。

Ⅰ. 森ノ宮医療大学　総務室　室長　瀬川　敏未 様　

当分科会では、大学内での煩雑な現金徴収業務を改革し、学内の電子マネー化を推進している森ノ宮医療大学様や、教務業務の中でも
多くの時間を要する時間割編成業務を人工知能（AI）での業務改善を検証している大学様に事例を発表いただきます。
学内キャッシュレス化を検討している大学様や時間割編成にお悩みの職員様に参考としていただくことができます。

Ⅰ. ICT を活用した業務の効率化
Ⅱ. GAKUEN/UNIPA のデータ活用
Ⅲ. GAKUEN/UNIPA のシステム運用

BI ツール Qlik Sense　ハンズオン講座

Ⅱ. 調整中

Ⅰ. 学内電子マネーの活用事例（仮）
Ⅱ. 未定


